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iii　 はじめに

は
じ
め
に

　

私
は
長
い
間
、
認
知
症
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
れ
は
一
見
す
る
と
同
じ
に
み
え
る
認
知
症
の
病
態
の
違

い
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
違
っ
て
み
え
る
病
態
の
共
通
点
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
術
的
な
営

み
は
医
学
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
私
自
身
、
そ
こ
に
手
応
え
も
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
か
に
緻
密

な
分
析
を
重
ね
よ
う
と
も
、
認
知
症
と
い
う
病
（
や
ま
い
）
を
「
遠
い
場
所
か
ら
眺
め
て
い
る
」
と
い
う
漠
然
と

し
た
感
覚
は
、
澱
（
お
り
）
の
よ
う
に
い
つ
も
心
に
残
っ
て
い
た
。
認
知
症
と
い
う
出
来
事
の
周
囲
を
な
ぞ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
そ
の
核
心
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
違
和
感
が
、
常
に
私
の
内
に
あ
っ
た
。

　

転
機
に
な
っ
た
の
は
、
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
一
人
の
認
知
症
の
人
と
、
30
分
で
も
一
時
間
で
も
対
話
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
の
機
会
を
得
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
対
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
私
が
認
知
症
の
人

に
み
た
も
の
は
、
デ
ー
タ
や
統
計
が
描
き
出
し
て
い
た
も
の
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
目
の
前

で
呼
吸
を
す
る
、
矛
盾
と
混
乱
に
満
ち
た
か
け
が
え
の
な
い
「
一
人
の
人
間
」
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
さ
れ
る
問
い
、

言
葉
が
途
切
れ
た
と
き
の
心
許
な
げ
な
ま
な
ざ
し
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
本
音
。
そ
こ
に
は
、
自
分

が
自
分
で
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
ふ
る
え
る
よ
う
な
心
細
さ
や
、
大
切
な
人
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
静
か
な
、
し
か
し
底
知
れ
な
い
深
み
が
あ
っ
た
。
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同
時
に
、
そ
の
傍
ら
に
立
つ
家
族
の
胸
中
に
も
、
容
易
に
は
言
葉
に
し
え
ぬ
葛
藤
の
淵
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

変
容
し
て
い
く
関
係
へ
の
戸
惑
い
、
介
護
者
や
後
見
人
と
し
て
背
負
う
重
圧
、
そ
し
て
、
十
分
に
支
え
切
れ
な
い

己
を
責
め
る
罪
悪
感
。
自
ら
の
人
生
が
窄
（
つ
ぼ
）
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
閉
塞
感
と
、
そ
れ
で
も
手
を
離
す
ま
い

と
す
る
切
実
な
祈
り
。
そ
れ
は
、
正
解
も
不
正
解
も
な
く
、
た
だ
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
懸
命
に
踏
み
と
ど

ま
っ
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。

　

た
し
か
に
調
査
や
研
究
で
は
多
く
の
症
例
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
有
用
な
知
見
を
数
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
人
の
人
と
、
と
こ
と
ん
向
き
合
う
こ
と
で
し
か
辿
り
着
け
な
い
真
実
も
あ
っ
た
。
大
学

の
職
を
退
い
た
の
ち
、
私
は
各
地
で
の
講
演
を
通
じ
て
、
対
話
か
ら
得
た
さ
さ
や
か
な
気
づ
き
を
「
最
終
講
義
」

と
し
て
語
り
継
い
で
き
た
。
本
書
は
、
い
わ
ば
そ
の
一
連
の
講
義
を
土
台
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
思
索
を
深
め
た
記

録
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
す
ぐ
に
効
く
「
処
方
箋
」
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
心
の
中
の
葛
藤
を
、
な
か
っ
た
こ

と
に
し
て
し
ま
う
た
め
の
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
葛
藤
の
た
だ
中
に
こ
そ
、
人
が
人
と
し
て
在
ろ
う
と
す
る

根
源
的
な
力
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
み
つ
め
直
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

揺
れ
動
く
心
か
ら
、
私
た
ち
は
何
を
学
べ
る
の
か
。
家
族
の
た
め
ら
い
の
中
に
、
ど
の
よ
う
な
光
を
見
出
す
の

か
。
そ
し
て
支
援
を
志
す
者
は
、
い
か
な
る
地
平
に
立
ち
、
寄
り
添
う
べ
き
な
の
か
。

　

も
し
あ
な
た
が
、
認
知
症
を
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
「
生
き
る
営
み
」
と
し
て
と
ら
え

直
し
た
い
と
願
う
な
ら
、
本
書
が
そ
の
歩
み
の
伴
走
者
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
た
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と
き
、
あ
な
た
の
ま
な
ざ
し
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
色
を
変
え
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
静
か
な
変

化
こ
そ
が
真
の
支
援
が
始
ま
る
第
一
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。



ix　 viii

は
じ
め
に　

ⅲ

対
話
リ
ス
ト　

xiv

序
章　

�
３

一	

聴
く
こ
と
の
意
義　

�

３

二	

心
情
へ
の
寄
り
添
い　

�

５

三	

認
知
症
の
人
へ
の
支
持
的
精
神
療
法　

�

６

四	

非
薬
物
療
法
と
し
て
の
支
持
的
精
神
療
法　

�

８

五	

認
知
症
医
療
と
ケ
ア
の
最
終
目
標　

�

10

第
一
章　

認
知
症
の
人
に
お
け
る
精
神
療
法
の
留
意
点　

�

15

一	

支
持
的
精
神
療
法
の
意
義　

�

15

二	

受
診
へ
の
抵
抗　

�

17

三	

初
対
面
か
ら
初
期
診
療
へ　

�

19

四	

病
感
・
病
識
を
把
握
し
な
が
ら　

�

21



ix　 viii

五	

認
知
症
の
人
が
望
む
告
知
と
は　

�

23

六	

告
知
か
ら
治
療
導
入
へ　

�

29

七	
再
診
の
留
意
点　

�

43

八	
認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
と
み
な
す
前
に　

�

46

九	

認
知
症
の
人
の
精
神
的
苦
痛　

�

49

十	

傾
聴
は
ニ
ー
ズ
へ
の
応
答
で
あ
る　

�

50

十
一	

あ
ら
た
め
て
共
感
と
は　

�

53

十
二	

高
度
の
認
知
症
の
人
と
の
対
話　

�

56

十
三	

そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
症
に
お
け
る
心
理
的
支
援　

�

58

第
二
章　

対
話
例
か
ら
み
た
精
神
療
法
の
実
践　

�

73

一	

症
例　

�

73

二	

対
話
の
継
続
を
め
ぐ
っ
て　

�

94



xi　 x

第
三
章　

精
神
疾
患
を
対
象
と
し
た
精
神
療
法
の
知
見
を
参
考
に�　
97

一	

認
知
症
に
試
み
ら
れ
て
い
る
精
神
療
法
と
は�　
97

二	
精
神
療
法
の
共
通
要
因�　
98

三	
折
衷
的
ア
プ
ロ
ー
チ�　
99

四	

治
療
効
果
に
寄
与
す
る
共
通
要
因�　
99

五	

認
知
症
に
も
有
効
な
支
援
的
要
素�　
102

六	

自
身
の
変
化
へ
の
気
づ
き�　
103

七	

「
自
然
回
復
」
を
促
す
要
因�　
105

第
四
章　

認
知
症
基
本
法
か
ら
意
思
決
定
支
援
へ�　
111

一	

認
知
症
基
本
法
と
基
本
計
画�　
111

二	

共
生
社
会
と
は�　
114

三	

人
権
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ�　
117

四	

認
知
症
観
の
変
化
が
医
療
に
も
た
ら
す
影
響�　
119

五	

根
拠
に
基
づ
く
医
療
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）�　
120



xi　 x

六	

共
同
意
思
決
定
（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
と
は�　
122

七	

Ｓ
Ｄ
Ｍ
に
よ
る
患
者
主
体
の
医
療�　
124

八	
Ｓ
Ｄ
Ｍ
と
倫
理
原
則�　
125

九	
Ｓ
Ｄ
Ｍ
を
難
し
く
す
る
要
因�　
126

十	

意
思
決
定
の
四
類
型�　
131

十
一	

意
思
決
定
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン�　
133

第
五
章　

意
思
決
定
場
面
に
お
け
る
対
話�　
139

一	

認
知
症
治
療
薬
の
内
服
・
点
滴
を
め
ぐ
っ
て�　
139

二	

抗
Ａ
β
抗
体
治
療
の
情
報
提
供
と
意
思
決
定
支
援�　
141

三	

抗
精
神
病
薬
の
処
方
と
説
明�　
155

四	

運
転
免
許
返
納
に
か
か
わ
る
心
理
的
抵
抗�　
178

五	

子
と
の
同
居�　
179

六	

認
知
症
医
療
と
ケ
ア
現
場
は
意
思
決
定
の
連
続
で
あ
る�　
183

七	

施
設
入
所
に
お
け
る
自
己
決
定
と
日
本
的
幸
福
観�　
191



xii

第
六
章　

死
と
孤
独　

�

197

一	

希
死
念
慮
（
自
殺
念
慮
）�　
197

二	
孤
立
と
孤
独
・
孤
独
感�　
207

三	
高
齢
者
に
お
け
る
死
の
意
味
づ
け
に
つ
い
て�　
218

第
七
章　

家
族　

�
225

一	

い
の
ち
の
授
業
で
教
え
ら
れ
た
家
族
の
本
来　

225

結
語
に
か
え
て
─
認
知
症
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
─　

�

267

一	

サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ�　
271

あ
と
が
き
─
認
知
症
か
ら
の
解
放
─�　
274

〈
付
録
〉　

認
知
症
施
策�　
282



xv　 ﻿ xiv

NO.
症例 対話相手 本人の� �

性別・年齢 診断
（掲載頁）

A 怠けてるって思われ
るほうがマシ 本人 男性

70 歳代前半 中等度の AD 認知症により「能力を失った」とみられるくらいなら、「怠けている」
と思われたほうがマシと、本人があえて「やらない」選択をするp.73

B
長女と次女 本人 女性

70 歳代
本人は受診に抵抗がありながら診断を受け入れたものの、長女の「よか
れと思って」の言動（失敗の指摘）に傷つき、自信を失っていたp.79

C あきらめていないか
ら 本人 女性

70 歳代後半 AD 同じことを繰り返し尋ねてしまうことに自責感をもつ本人が、治療者と
協働・向き合うことで心理的に安定して、認知機能に好影響を及ぼしたp.84

D
通院の意義 本人と娘 女性

80 歳代前半
妄想性障害の
改善後、AD

治療が一段落した後も治療者のもとへの通院を希望する娘に、理由を尋
ねると「自分の中で整理したことを振り返る機会にしたい」と答えたp.88

E
抗 A β抗体治療 本人と妻 男性

70 歳代半ば 軽度認知障害 他院で抗 Aβ抗体治療を提案されたものの、効果の不可実性と副作用
のリスクから決断できず、妻と共に治療者の診療所へ相談に来たp.146

F
抗精神病薬 本人と妻 男性 軽度の AD 認知症により本人の攻撃性が増したため、抗精神病薬での対応が考えら

れたが、服用にはリスクが伴うため、本人と家族に服薬確認をしたp.158
G

リハビリテーション 本人と妻 男性
60 歳代前半 AD 診断から 1 年以上経ってから参加した認知症のリハビリに対し、「びっ

くりした」と本人も妻も拒絶。認知症の受容プロセスを考えさせられるp.165
H

ピアサポート 本人 男性
56 歳 軽度の AD 治療者に勧められて当事者会に参加した本人は、「他人に相談すること

に抵抗がある。まず家族に相談したい」と、次回以降、不参加を決めたp.170
I 見知らぬ土地での同

居 本人と息子 女性
73 歳

息子は生活が乱れ始めた本人を心配し、九州から東京に呼び寄せたもの
の、本人は新しい土地になじめず、穏やかに暮らせるまで 5 年を要したp.181

J
施設入所 娘 女性

認知症への偏見から家族は本人を「ボケ扱い」し、ショートステイ先か
ら「帰りたい」という本人の電話も拒否。その後の診察（複数回）で、
本人は若い頃の武勇伝を話し続けたのち、自分で施設入所を決めたp.185

K
死にたい 本人と妻 男性

60 歳代前半 軽度の AD 診断から 2 年、服薬管理、音楽療法、運動療法、散歩など、自分ででき
ることを頑張ってきた本人が、ある日、「死にたい」と訴えてきたp.198

L 選んだ死だったので
あろうか 本人と息子 女性

70 歳代後半 軽度の AD
本人も息子も冷静・理性的で、2 人の間に親子らしい雰囲気はなく、本
人は人との交流を望んでいないようにみえた。自ら決めた施設入所後、
食欲が減退し、半年後に亡くなった（自ら死を選んだとも思われる）p.203
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L 選んだ死だったので
あろうか 本人と息子 女性

70 歳代後半 軽度の AD
本人も息子も冷静・理性的で、2 人の間に親子らしい雰囲気はなく、本
人は人との交流を望んでいないようにみえた。自ら決めた施設入所後、
食欲が減退し、半年後に亡くなった（自ら死を選んだとも思われる）p.203

〈対話リスト〉
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NO.
症例 対話相手 本人の� �

性別・年齢 診断
（掲載頁）

M
母の孤独 娘 女性

80 歳代前半 AD 兄と親友を亡くし、夜中に「死にたい」と繰り返す本人に、困り果てた
娘が思わず言った「一緒に死のう」という言葉で、本人は安眠したp.209

N 生きている意味はあ
るのか 夫 女性

61 歳 AD 本人の表情や暮らしぶりから、「喜び」「充実感」を見いだせない夫は「（本
人が）生きている意味はあるのか？」と治療者に尋ねたp.212

O
遠くに感じる 息子 女性

80 歳代前半 中等度の AD 多忙な息子は、同じことを何度も尋ねる本人を怒鳴ってしまうが、対話
で内省が促され、「怒鳴るほどに母は遠くに行ってしまう」と話したp.228

P 夫だと思ったことは
なかった 妻 男性

70 歳代後半

AD、 前 頭 側
頭型認知症の
疑い

長年の介護を経て夫を亡くした妻（治療者には献身的にみえていた）が
不安症で通院し、結婚当初から愛情はなく他人を介護するようだったと
振り返るが、対話の最後に「最近は毎日、夫を思い出す」と語ったp.232

Q
母の尊厳 娘 女性 中等度の AD

娘が介護していることを知った上司は、給料を維持したまま残業の少な
い部署への異動を提案。娘は、仕事のキャリアと、本人の自分に負担を
かけたくないという気持ちを考え、異動はしないと一人で決めたp.238

R
母であること 娘 女性

52 歳 AD 頻繁に娘を心配する発言を繰り返す本人に、娘は困惑・葛藤しつつ、対
話で「いつまでも母でありたい」と願う本人の気持ちに気づくp.243

S 尊厳がなくなってい
く 妻 男性

70 歳代前半 AD 「本人の尊厳が失われていく」と訴えた妻は、息子の「父は変わってい
ない」などの意見を受けて「結局、尊厳なんてどうでもいい」と話したp.248

T わかろうとしないこ
と 本人 男性

78 歳 AD
診断から 3 年、気力の低下に悩む本人に、治療者は前向きな声かけは能
天気だったと話すが、本人は「悪くない」と返す。真剣な共感は負担に
なり、あえて「わからないまま励ます」ことがよいときもあると示すp.254

U 家族のことを考える
ようになりました 本人 男性

61 歳 若年性 AD 「病気になってよかったかもしれない」と話す本人との対話では、認知
症が人間の尊厳や精神性を深める契機となりうることが示唆されるp.258

V
庭の木々 本人 男性

67 歳 軽度認知障害 「病院の庭を眺めて思いを馳せる感覚がわかる気がする」と話し始めた
本人との会話で、「老年的超越」とも通じる心の動きがみえるp.267

AD：Alzheimer’s disease（アルツハイマ ー型認知症）



xvii　 ﻿ xvi

NO.
症例 対話相手 本人の� �

性別・年齢 診断
（掲載頁）

M
母の孤独 娘 女性

80 歳代前半 AD 兄と親友を亡くし、夜中に「死にたい」と繰り返す本人に、困り果てた
娘が思わず言った「一緒に死のう」という言葉で、本人は安眠したp.209

N 生きている意味はあ
るのか 夫 女性

61 歳 AD 本人の表情や暮らしぶりから、「喜び」「充実感」を見いだせない夫は「（本
人が）生きている意味はあるのか？」と治療者に尋ねたp.212

O
遠くに感じる 息子 女性

80 歳代前半 中等度の AD 多忙な息子は、同じことを何度も尋ねる本人を怒鳴ってしまうが、対話
で内省が促され、「怒鳴るほどに母は遠くに行ってしまう」と話したp.228

P 夫だと思ったことは
なかった 妻 男性

70 歳代後半

AD、 前 頭 側
頭型認知症の
疑い

長年の介護を経て夫を亡くした妻（治療者には献身的にみえていた）が
不安症で通院し、結婚当初から愛情はなく他人を介護するようだったと
振り返るが、対話の最後に「最近は毎日、夫を思い出す」と語ったp.232

Q
母の尊厳 娘 女性 中等度の AD

娘が介護していることを知った上司は、給料を維持したまま残業の少な
い部署への異動を提案。娘は、仕事のキャリアと、本人の娘に負担をか
けたくないという気持ちを考え、異動はしないと一人で決めたp.238

R
母であること 娘 女性

52 歳 AD 頻繁に娘を心配する発言を繰り返す本人に、娘は困惑・葛藤しつつ、対
話で「いつまでも母でありたい」と願う本人の気持ちに気づくp.243

S 尊厳がなくなってい
く 妻 男性

70 歳代前半 AD 「本人の尊厳が失われていく」と訴えた妻は、息子の「父は変わってい
ない」などの意見を受けて「結局、尊厳なんてどうでもいい」と話したp.248

T わかろうとしないこ
と 本人 男性

78 歳 AD
診断から 3 年、気力の低下に悩む本人に、治療者は前向きな声かけは能
天気だったと話すが、本人は「悪くない」と返す。真剣な共感は負担に
なり、あえて「わからないまま励ます」ことがよいときもあると示すp.254

U 家族のことを考える
ようになりました 本人 男性

61 歳 若年性 AD 「病気になってよかったかもしれない」と話す本人との対話では、認知
症が人間の尊厳や精神性を深める契機となりうることが示唆されるp.258

V
庭の木々 本人 男性

67 歳 軽度認知障害 「病院の庭を眺めて思いを馳せる感覚がわかる気がする」と話し始めた
本人との会話で、「老年的超越」とも通じる心の動きがみえるp.267

〈対話リスト〉　つづき
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3　 序章

序
章

一
　
聴
く
こ
と
の
意
義

　
「
認
知
症
の
精
神
療
法
」（

１
、２と

い
う
表
現
に
対
し
、多
く
の
医
療
・
ケ
ア
関
係
者
は
「
精
神
療
法
は
認
知
症
の
初
期
、

つ
ま
り
軽
度
の
人
に
し
か
適
用
で
き
な
い
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
は
現
在
も
根
強
い
。
実

際
、
私
も
当
初
は
「
精
神
療
法
」
と
い
う
言
葉
を
広
く
使
う
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
。

　

私
は
一
貫
し
て
、「
認
知
症
の
人
の
訴
え
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
る
べ
き
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、
そ
の
姿
勢
が

医
療
や
ケ
ア
の
現
場
に
根
づ
い
て
い
る
と
は
ま
だ
ま
だ
い
え
な
い
。
多
く
の
専
門
職
は
「
認
知
症
の
人
の
尊
厳
を

守
る
」「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
」
と
い
っ
た
理
念
を
語
る
が
、
実
際
に
本
人
の
語
り
に
耳
を
傾
け
て
い

る
専
門
職
は
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
会
話
が
途
切
れ
た
り
、
内
容
が
曖
昧
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
早
々
に
対

話
を
あ
き
ら
め
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
背
景
に
は
、「
認
知
症
の
人
は
失
語
や
記
憶
障
害
の
た
め
に
、
会
話
が
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
先
入
観
が

あ
る
。
確
か
に
、
認
知
症
症
状
に
よ
っ
て
理
解
力
や
記
憶
力
が
多
少
な
り
と
も
低
下
す
る
。
そ
れ
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
多
く
の
認
知
症
の
人
が
、
例
え
表
現
が
不
完
全
で
も
、
自
身
の
想
い
や
意
見
を
伝
え
る
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第
一
章 

認
知
症
の
人
に
お
け
る
精
神
療
法
の
留
意
点

一　

支
持
的
精
神
療
法
の
意
義

　

精
神
療
法
に
は
、認
知
行
動
療
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
が
存
在
し
、う
つ
状
態
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
の
デ
ー

タ
が
あ
る
。
し
か
し
私
が
治
療
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
背
景
に
あ
る
心
理
的
苦
悩
や
葛
藤
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
予
後
の
よ
く
な
い
疾
患
の
人
に
共
通
す
る
避
け
ら

れ
な
い
反
応
と
い
え
る
。
認
知
症
の
よ
う
な
病
で
は
、
そ
の
苦
悩
の
深
さ
と
重
さ
が
大
き
い
。
具
体
的
に
は
、
診

断
を
受
け
た
こ
と
へ
の
戸
惑
い
、
自
立
へ
の
希
求
と
支
援
へ
の
依
存
の
葛
藤
、
介
護
保
険
制
度
の
利
用
に
伴
う
複

雑
な
感
情
、
あ
る
い
は
家
族
と
の
関
係
性
に
か
か
わ
る
想
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
病
的
で
は
な
く
、
自
然
な
心

理
反
応
の
部
分
が
大
き
く
、
周
囲
の
理
解
と
共
感
に
よ
っ
て
変
わ
り
得
る
苦
悩
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
苦
悩
や
葛
藤
は
、
日
常
生
活
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
そ
の
人
が
有
す
る
力
を

発
揮
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
主
観
的
な
幸
福
感
（w

ell-being

）
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
に
適
切
に
か
か
わ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
意
欲
や
自
尊
心
の
保
持
に
も
つ

な
が
る
。
結
果
と
し
て
（
主
た
る
目
的
で
は
な
い
が
）
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
予
防
に
も
貢
献
し
う
る
の
で
あ
る
。
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第
二
章 

対
話
例
か
ら
み
た
精
神
療
法
の
実
践

一　

症
例

症
例
Ａ 

怠
け
て
る
っ
て
思
わ
れ
る
ほ
う
が
マ
シ

　［
経
過
］

　

70
歳
代
前
半
の
男
性
が
、
妻
と
妹
に
伴
わ
れ
て
受
診
し
た
。
65
歳
ま
で
民
間
企
業
の
研
究
所
に
勤
め
て
い
た
。

診
断
は
中
等
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
Ａ
Ｄ
）（
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
：
17
／
30
〈
認
知
症
疑
い
が
あ
る
と
き
に

行
わ
れ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
。
30
点
満
点
中
、
23
点
以
下
は
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
〉、
Ｆ
Ａ
Ｂ
〈frontal 

assessm
ent battery

〉：
12
／
18
〈
前
頭
葉
の
機
能
を
中
心
に
評
価
す
る
検
査
。
18
点
満
点
中
、
11
点
以
下
で

機
能
低
下
が
示
唆
さ
れ
る
〉）
で
あ
っ
た
。
初
診
で
は
口
数
が
少
な
か
っ
た
が
、
二
回
目
以
降
の
診
察
で
は
饒
舌

で
あ
っ
た
。
家
族
の
理
解
を
得
て
一
人
で
通
院
し
、
駅
か
ら
病
院
ま
で
の
道
で
毎
回
迷
っ
て
し
ま
う
が
、
本
人
は

「
徘
徊
も
い
い
も
ん
で
す
」
と
散
歩
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　

治
療
者
：
感
じ
る
と
こ
ろ
、
奥
様
や
妹
様
は
（
あ
な
た
が
）
怠
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
り
ま
す
ね
。
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本
人　

：
そ
う
で
す
か
。

　

治
療
者
：�「
ぼ
ー
っ
と
テ
レ
ビ
ば
っ
か
り
を
見
て
、
何
も
や
ろ
う
と
し
な
い
ん
で
す
」
と
い
っ
た
訴
え
か
ら
感

じ
ま
す
。

　

本
人　

：
一
応
、
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
ね
（
苦
笑
い
）。

　

治
療
者
：
そ
も
そ
も
検
査
も
一
生
懸
命
や
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

　

本
人　

：
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。

　

治
療
者
：�

あ
の
種
の
検
査
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
な
ん
で
す
。
こ
う
し
て
あ
な
た
と
話
し

て
い
る
印
象
よ
り
、
テ
ス
ト
の
結
果
が
ず
い
ぶ
ん
悪
い
の
で
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人　

：
そ
う
で
す
か
？

　

治
療
者
：�

検
査
な
ん
か
で
何
が
わ
か
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
、
あ
な
た
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
か
な
と
も
考

え
ま
し
た
。
別
に
非
難
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　

本
人　

：�

そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り
努
力
と
か
頑
張
る
と
か
い
う
こ
と

を
最
近
、
本
当
に
で
き
な
い
ん
で
す
。

　

治
療
者
：�

認
知
症
が
悪
い
ふ
り
を
し
て
、
家
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
サ
ボ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（
笑
）
？

　

本
人　

：
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

治
療
者
：�

ご
家
族
に
は
怠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
私
は
説
明
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
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第
三
章 

精
神
疾
患
を
対
象
と
し
た
精
神
療
法
の

知
見
を
参
考
に

一　

認
知
症
に
試
み
ら
れ
て
い
る
精
神
療
法
と
は

　

認
知
症
に
対
す
る
治
療
は
、薬
物
療
法
と
非
薬
物
療
法
に
大
別
さ
れ
る
。
非
薬
物
療
法
の
う
ち
の
精
神
療
法（
心

理
療
法
）
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
が
含
ま
れ
る
。
本
書
で
取
り
あ
げ
た
「
支
持
的
精
神
療
法
」
以
外
に
、
認
知

機
能
や
行
動
の
再
構
成
を
通
じ
て
症
状
に
は
た
ら
き
か
け
る
「
認
知
行
動
療
法
（cognitive behavioral 

therapy

：
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）」、
人
間
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
「
対
人
関
係
療
法
（interpersonal therapy

：
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）」、

過
去
の
体
験
を
語
り
直
す
「
回
想
法
」、患
者
の
感
情
に
寄
り
添
い
な
が
ら
理
解
を
示
す
「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
療
法
」、

現
在
の
体
験
に
注
意
を
向
け
る
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
基
づ
く
介
入
」、
問
題
へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
「
問
題
解
決
療
法
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
、
音
楽
療
法
や
芸
術
療
法
、
園
芸
療
法
や
時
間
・
場
所
の
認

識
を
促
す
現
実
見
当
識
訓
練
、
認
知
的
刺
激
を
用
い
た
リ
ハ
ビ
リ
的
手
法
も
広
い
意
味
で
精
神
療
法
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
の
目
標
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
認
知
症
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
抑
う
つ
、
不
安
、
易
怒
性
、

不
穏
、
興
奮
な
ど
の
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
緩
和
や
、
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
の
維
持
・
改
善
、
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第
四
章 

認
知
症
基
本
法
か
ら
意
思
決
定
支
援
へ

一　

認
知
症
基
本
法
と
基
本
計
画

　

二
〇
一
五
年
に
認
知
症
に
関
す
る
法
律
の
議
論
が
始
ま
り
、
二
〇
一
九
年
に
公
明
党
と
自
民
党
が
共
同
で
法
案

を
国
会
に
提
出
し
た
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
二
一
年
に
超
党
派
の
議
員
に
よ
る
「
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
認
知
症
施
策
推
進
議
員
連
盟
」
が
発
足
し
、
法
案
の
検
討
が
再
開
さ
れ
た
。
与
野
党
で
ま
と
め
ら
れ

た
新
し
い
法
案
が
二
〇
二
三
年
六
月
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。
こ
れ
が
二
〇
二
四
年
一
月
一
日
に

施
行
さ
れ
た
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」（
以
下
、
認
知
症
基
本
法
）
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、「
共
生
社
会
」
の
理
念
と
枠
組
み
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
「
認
知
症
施
策
推
進

基
本
計
画
」（
以
下
、
基
本
計
画
）
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
二
四
年
十
月
に
公
表
、
十
二
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
、
認
知
症
基
本
法
の
理
念
を
具
体
的
な
施
策
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
認
知
症
基
本
法
と
基
本
計
画
は
、
認
知
症
の
人
の
人
権
に
対
す
る
社
会
の
認
識
を
見
直
す
点
で
、
大
き
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
認
知
症
の
人
は
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
認
知
症
基
本
法
は
、
認
知
症

の
人
を
「
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
主
体
」
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
能
力
が
な
い
と
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
本
人
が
意
思
を
決
め
ら
れ
る
か
を
考
え
る
と
い
う
支
援
へ
の
転
換
を
意
味
し
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